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世界の５５歳未満の女性の大半において、現行の乳癌検診技術の世界標準である X線マンモグ

ラフィの有効性が問われている。近年我々は、多次元空間における散乱場の方程式を導き出し、

物体表面での散乱波動の計測結果を境界条件として用いて、この方程式を解析的に解き、物体内

部の散乱体の構造を断層映像化する理論の構築に世界で初めて成功し、従来の画像再構成技術の

大幅な性能向上を達成した。マイクロ波の“乳房内での高い伝搬性”と“正常組織と癌組織界面

での大きな反射”に着目し、散乱場の逆解析理論を基にしたマイクロ波を用いたマンモグラフィ

を開発、２４０人を超える臨床研究を実施し、実用化に向けて大きく前進した 1, 2。本講演では、

我々が開発したシステムと従来のモダリティで得た結果を相互に比較した結果について報告する。

Fig.1(a),(b),(d)は同一被験者において各画像診断法で計測された結果である。Fig.1(c)は同一被験者

の切除乳房片における病理診断画像で、Fig.1(f)は一般的な正常乳腺組織の病理診断画像である。

全ての画像の同一箇所で乳癌組織に相当するコ

トントラストが得られていることがわかる。さら

に、切除標本においても、腫瘍領域において細胞

核が異形化（矢印）しており、癌細胞が存在する

ために不可欠な栄養共有源である毛細血管が過

剰に存在していることがわかる。乳癌組織の増殖

に伴う、多面的な物性の変化と、マイクロ波に基

づく映像の整合性を確認することに成功した。講

演では、映像化の原理に加え、比較結果について

議論する。 
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Fig.1 Comparison of microwave scattering field tomography imaging system and other inspection methods 
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